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国立病院機構パ ンフレット 2025　七校

● 経営改善に向けた取組
支出の節減

■ 一般的に数量を多く購入すると割引効果があるため、医薬品や医療
材料、医療機器など各病院が使用する共通の物品については、全国
規模のスケールメリットを活かし、数量を取りまとめて一括で購入
しています。

■ 新薬と同じ成分である後発医薬品（ジェネリック医薬品）や同等・同
質のバイオ後続品（バイオシミラー）は新薬と比べ安価であるため、
利用を促進し医薬品費の削減に取り組んでいます。

建替等の投資
■ 建設工事に関しては、入札条件の緩和やフレックス工期の導入によ

る競争環境の創出を促しています。また、建物の長期的な使用と機
能強化を目指す改修等によりコストの合理化を図っています。

　 また、医療機器等に関しても、投資効果を踏まえた整備を進めてい
ます。

財務・経営 業務実績
　質の高い医療、研究、教育を続けていくためには、安定した経営基盤が欠かせません。そして、質
の高い医療を提供し、患者の信頼を得ていくことが健全経営の本線でもあります。
　国立病院機構では、各病院が自己の診療収入により収支均衡を目指しています。
　病院経営を安定させることは経営主体の如何に関わらず必ずしも容易なことではないと言われてい
ますが、当機構では各病院が様々な取組を行い、また、本部も病院と一体となり、医療の質の向上と
経営の効率化に努めています。

● 経常収支・経常収支率
　部門別決算や月次決算を行うとともに、各病院の経営状況の比較等、病院の財務状況を分析することに
より経営改善を進め、国立病院機構全体の損益計算において、経常収支率を100％以上とすることを目指
しています。
　職員の適正配置や平均在院日数の短縮等により診療報酬に係る上位基準の取得を推進するとともに、新
規患者の増加等の継続的な経営改善を実施しています。

年度 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 ２ 3 ４ ５

経常利益
（億円） 2 36 124 289 392 388 583 458 498 317 149 8 ▲68 ▲22 84 23 576 908 587 47

経常収支率
（％） 100.0 100.5 101.6 103.8 105.1 104.9 107.1 105.4 105.8 103.5 101.6 100.1 99.3 99.8 100.8 100.2 105.7 108.6 105.4 100.4

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 年度3 54
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経常収益・経常費用の推移

施設・医療機器等の投資の一例

業務実績は、令和６年度実績に基づくものです。

臨床研究事業
■  治験取組状況

新規治験   245課題
企業治験   4,670例（1,556課題）
　（うち 国際共同治験 　 2,867例 国内治験 　 1,803例）
医師主導治験   184例（68課題）
製造販売後臨床試験   213例

■ 次世代医療基盤法に基づく医療情報データ利活用
   55病院

■ 厚生労働省へのNCDA（NHO Clinical Data Archives）提供
保有患者データ数   約460万人
参加84病院の情報    入院患者 1日24,000名程度

  外来患者 1日19,000名程度

■ 論文数
英文論文掲載数   2,411本
 ※暦年での集計

インパクトファクター合計9,239点（１本あたり平均3.832点）  
日本の医学英語論文、基礎生命科学論文の４～５％に機構所属の
著者が貢献している。

和文論文掲載数   1,482本
国際学会発表数   789回
国内学会発表数   12,548回

■ 職務発明の権利化
国立病院機構内   発明９件、特許出願13件
企業等共同出願   特許権設定登録数４件

教育研修事業
■  特定行為研修修了者数   188名

■  質の高い医療従事者の育成（職種ごとの実習生延べ受入日数）
医師・歯科医師   29,909件
看護師   316,389件
その他職種   100,659件

■  地域医療に貢献する研修開催数
地域住民を対象とした研修会   757件
医療従事者を対象とした研修会   1,474件

■   臨床研修病院指定状況
基幹型臨床研修指定病院   54病院
初期研修医の受入人数   10,391名
協力型臨床研修指定病院   126病院
初期研修医の受入人数   1,662名

診療事業
■ 患者数等

入院患者数（１日平均）   38,351人
外来患者数（１日平均）   42,973人
手術件数   206,364件
救急車受入数   229,896件

■ 施設利用状況、患者紹介
紹介率   82.8％
逆紹介率   79.2％
入退院支援実施件数   342,766件
短期入所の延べ利用者数   51,873名
通所事業の延べ利用者数   35,657名
訪問看護の延べ利用者数   67,546名

■ 専門性の高い職種の配置数
認定看護師   1,197名
専門看護師   81名

■５疾病６事業

疾病
がん 脳卒中 心筋梗塞 糖尿病 精神

77病院 70病院 52病院 60病院 48病院

事業
救急
医療

災害
医療

へき地
医療

周産期
医療

小児
医療

新興感染症
発生・まん
延時におけ

る医療
114病院 69病院 11病院 48病院 78病院 140病院

■ 災害時の医療
災害派遣医療チーム（DMAT）   隊員数824名（55病院）
災害派遣精神医療チーム（DPAT）   隊員数155名（20病院）
ドクターヘリによる診察   1,497回（26病院）
ドクターカーによる診察   2,088回（28病院）

■ 高度先端医療技術の臨床導入
先進医療Ａ   ３技術（３病院）
先進医療Ｂ   10技術（10病院）
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